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2020年度 第 339回教育研究審議会議事要録 
 

日 時  2020 年 6月 23日（火）13：30～14：50 

場 所  遠隔会議（Teams利用） 
出席者  松尾学長、柳井副学長、龍副学長、二宮副学長、中尾副学長、田上事務局長、 
 伊藤外国語学部長、隈本経済学部長、田島文学部長、田村法学部長、内田地域創生学群長、 
 上江洲国際環境工学部長、日髙基盤教育センター長、八百社会システム研究科長、 
 工藤マネジメント研究科長、小池法学研究科長、今泉学生部長、高橋教務部長、 
 後藤入試広報センター長、佐藤情報総合センター長、中武環境技術研究所長 
 

配布資料  1-1 教員採用選考報告書（国際環境工学部） 

      1-2 欠員補充申請書（国際環境工学部） 

      1-3 欠員補充申請書（国際環境工学部） 

      1-4 欠員補充申請書（法学部） 

      1-5 欠員補充申請書（法学部） 

      2  教育改革推進室の設置について 

      3  Moodleの閲覧権限付与について 
 

 

第１号 教員の人事について 

＊ 資料 1-1のとおり、国際環境工学部建築デザイン学科の建築設計（計画・意匠）又は建築環境（音

環境・光環境）分野担当教員人事について、選考委員会から採用候補者（福田裕美氏）の選考結果の

報告がなされ、同報告に基づき採用候補者の採用について提案。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

＊ 資料 1-2のとおり、国際環境工学部からの申請に基づき、2021年 3月 31日付で退職となる門上希

和夫特命教授の後任として、基礎・応用化学を基盤とした有機化学、環境分析化学に関する分野担当

教員 1名の欠員補充申請について提案。 
 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

＊ 資料 1-3のとおり、国際環境工学部からの申請に基づき、2020 年 3月 31日付で退職した奥田正浩

教授の後任として、通信工学・電波応用技術担当教員 1名の欠員補充申請について提案。 
 

● 通信工学・電波応用技術と（奥田教授の担当分野であった）情報工学・ディジタル信号処理は近

接の学問体系という理解でよろしいか。 

 ○ 研究活動としては異なるが、講義については、十分に可能である。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

＊ 資料 1-4のとおり、法学部からの申請に基づき、2020年 3月 31日付で退職した小野憲昭教授の後

任として、民法学担当教員 1名の欠員補充申請について提案。 
 

● 選考委員会において、研究業績を確認した際に、親族法・相続法についての研究業績が確認でき

ない場合の採用可否について、方向性は決まっているか。 

 ○ 民法総則は採用した教員に主に教えていただきたいが、親族法・相続法を担当できない場合は、



 

2 
 

小野特任教授に片方を担当していただき、もう一方は現在在籍している民法学担当の教員が分担し

て担当するため、親族法・相続法に係る研究業績については、特段こだわらない。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

＊ 資料 1-5のとおり、法学部からの申請に基づき、2021年 3月 31日付で定年退職となる小池順一教

授の後任として、民事訴訟法学担当教員 1名の欠員補充申請について提案。 
 

● 拙速に若い教員で補充した際、訴訟法系の教授がいなくなる等、様々な状況を想定して、最適な

教員を選考いただきたい。 

 ○ ご指摘のとおり、十分に考えていきたい。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

第２号 教育改革推進室の設置について 

＊ 資料 2のとおり、教育改革推進室の設置について提案。 
 

○ 内部質保証推進室を支援する組織として、教育改革推進室の設置を提案するものである。教育改革推

進室は従来からあるIR室やFD委員会と連携して、教育改革を推進する。また、各教育アセスメント部

会での改善内容については、各学科長、専攻長等で構成されるカリキュラム連絡調整会議で全学的

な方向性を協議する。 

 

【議長】提案について、承認してよろしいか。 

【委員全員】（異議なし） 

 

報告 
① Moodleの閲覧権限付与について 

② 第 16回・第 17回緊急対策本部会議での協議内容について（口頭） 

③ 次回の審議会を 2020年 7月 7日（火）に開催する予定の旨、連絡があった。 

 


